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１．クロス集計 

右上図のようなデータから、「営業

所ごとに、どんな商品がいくつ売

れているか」を集計したいとしま

す。 

右下図のように、営業所（説明変

数）を表側に、商品（目的変数）

を表頭に分別して、表内に数量を

まとめます。 

このように、２つの変数について集計することを、「クロス集計」といいます。アンケー

トの集計などに、よく使われます。 

 

 

２．データベースの作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①エクセルの新規ブックを開き、上図のような表を作成してください。（デザインは、ご

自由に。） 

 

②I列に売上金額が計算されるように、I4セルに数式を

入力し、それを I5～I10セルにコピーしてください。 

 

③名前を付けて、ファイルを保存しましょう。 

  

ピボットテーブルを使おう（１） 

たくさんのデータから集計表を作るには、いろんな作業をしないといけません。ピボッ

トテーブルという機能を使うと、めんどうな作業なく、一気にクロス集計をまとめるこ

とができます。 
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３．クロス集計（１） 

「営業所によって、どのような商品が何個売れているか」を、クロス集計してみましょ

う。 

①説明変数、目的変数、集計項目を決めます。今回

は、以下のようになります。 

・説明変数＝営業所 

・目的変数＝商品 

・集計項目＝売り上げた数量 

 

②２で作成した表内の、どこかにカーソルを置きま

す。「挿入」タブ→「ピボットテーブル」をクリック。

「新規ワークシート」が選ばれていることを確認し

て、「OK」。 

 

③「ピボットテーブルのフィールド」ウィンドウが、開き

ます。「営業所」項目を、行フィールドにドラッグ＆ドロッ

プ。 

④同様にして、「商品」項目を、列フィールドにドラッグ＆

ドロップ。 

⑤同様にして、「数量」項目を、値フィールドにドラッグ＆

ドロップ。 

 

⑥下図のような集計表が、完成します。 

 

 

 

 

 

 

⑦A3・A4・B3セルを、右図のように書き換

えましょう。 

 

 

 

⑧項目を移動したいときは、行または列を選択し

て、ドラッグします。たとえば、営業所の並びを

「札幌・仙台・横浜」の順にしたいときは、「横

浜」行を選択→選択範囲の境界をマウスオンして 

  になったら、「仙台」の下にドラッグします。 
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４．クロス集計（２） 

「営業所によって、どの取引先にどれくらい売り上げているか」を集計してみます。 

①説明変数、目的変数、集計項目を決めます。今回は、以下のようになります。 

・説明変数＝営業所 

・目的変数＝取引先 

・集計項目＝売上 

②新規ワークシートに、クロス集計表を作成してみましょう。下図のようになりました

か。 

 

 

 

 

 

 

③下図のように、修正してみましょう。 

 

 

 

 

 

※うまくいかない場合 

（１）売上が、合計ではなく、データ数になってしまう。 

値フィールドのところが「データの個数／売上▼」となって

いませんか。その場合は、▼をクリック→「値フィールドの

設定」で、「合計」に修正してください。 

 

 

 

 

 

（２）売上が、まったく表示されない。 

ピボットテーブルは、集計作業を続けておこなったり、データベースを修正したりする

と、正しく反映しなくなります。この場合は、「更新」をおこないます。 

クロス集計表のどこかにカーソルを置いて、「分析」タブ→「更新」。 

 

 


